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ははじじめめにに

 ？かすまいてれさ足満に活生の分自ごはんさ皆、降以壊崩ルブバ

 。本日た来てっ張頑で神精の』せ越い追き付い追にカリメア『

 。今昨るれらじ感に様たっましてした果い使て全、を風い追の済経本日た来てげ上き築が々方の代世の塊団のそ

の済経本日、もて見を迷低気景の回今たし発を端に題問ムイラプブサ 体体力力低低下下はは明明ららかか  。すで

未未来来のの宝宝ででああるる筈筈のの子子供供達達 、い交び飛に様の日連がスーュニなんそ・・・るれま込き巻に罪犯が 振振りり込込めめ詐詐欺欺や

談談合合問問題題・政政治治不不信信  。んせまいてしは足満てし決は達私、に在現るいてれさ積蓄が題問な々様、どな

 。すで力微もてと、は力の人一人一達私

、し結集につ一を力な力微のそ、そこらかだ今しかし 大大ききなな力力にに変変ええるる事事 『、りあで要必が 地地域域のの活活性性化化 、がそこ』

の済経本日 体体力力向向上上のの源源  。すまえ考とるあで

が点原のて全、は達私 笑笑顔顔 『、え考に緒一と様皆の体治自・業企・民住、え考とるあに 笑笑顔顔のの溢溢れれるる街街づづくくりり に』

。すまし致束約おを事るす献貢
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地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムムととはは？？

○ 、はに化性活域地のらかれこ アアナナロロググととデデジジタタルルのの融融合合がが不不可可欠欠 、りあで 地地域域全全体体のの協協力力体体制制がが必必須須条条件件 

○ 『、りよに入導のムテスシ本 地地域域のの活活性性化化』 もてと、が題難のどな 簡簡単単にに解解決決 

○ 『、はトプセンコのムテスシ本 対対話話 『、』 地地産産地地消消 『、』 情情報報ママッッチチンンググササーービビスス  』

○ ビビジジネネススモモデデルル特特許許 はに様社他、りあでムテスシたれら守に 真真似似すするる事事がが出出来来なないい  ムテスシ

○ 多多くくのの方方々々のの意意見見やや様様々々なな統統計計デデーータタをを基基にに 、たし発開 全全国国初初ののシシスステテムム 

○ のく多、らか業企元地や民住元地 相相談談やや意意見見、要要望望 がどな 自自然然にに集集約約 

○ 『のと業企元地や民住元地 協協働働 、が』 無無意意識識のの内内にに確確立立 

○ はへ民住元地 特特典典がが提提供供 はへ業企元地、れさ 集集客客効効果果とと売売上上増増加加のの支支援援 、え加に 副副収収入入のの提提供供  能可が

○ は果効の後入導ムテスシ本 即即座座にに反反映映 るわ代に収税、れさ 広広告告収収入入やや手手数数料料収収入入 、がどな 初初年年度度かからら期期待待

○ なた新 予予算算のの捻捻出出をを必必要要ととせせずず いし新、 労労力力もも必必要要ととししなないい、『『夢夢のの様様ななシシスステテムム』』 

○ もかし 近近隣隣地地域域ととのの連連携携 ・・・らたっなに能可が 可可能能性性はは無無限限大大 
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第第２２スステテーージジ
『『地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムム』』

地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムム タタイイムムススケケジジュューールル

第第１１フフェェーーズズ

広広告告配配信信

((市市町町村村民民協協働働))

22001100年年((見見込込))～～

第第２２フフェェーーズズ

共共同同企企画画配配信信

((企企業業協協働働))

22001111年年((見見込込))～～

第第３３フフェェーーズズ

地地域域間間情情報報配配信信

((地地域域間間交交流流))

22001111年年((見見込込))～～

第第１１スステテーージジ  

『『情情報報配配信信シシスステテムム』』  

 

 

 

情情報報配配信信  

  

((情情報報提提供供))  

  

  

22000066 年年 1100 月月～～

）市津大県賀滋（

第第２２スステテーージジ  

『『地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムム』』

第第１１フフェェーーズズ  

  

広広告告配配信信  

  

((市市町町村村民民協協働働))  

  

  

22001100 年年((見見込込))～～  

第第３３フフェェーーズズ  

  

地地域域間間情情報報配配信信  

  

((地地域域間間交交流流))  

  

  

22001111 年年((見見込込))～～  

第第２２フフェェーーズズ  

  

共共同同企企画画配配信信  

  

((企企業業協協働働))  

  

  

22001111 年年((見見込込))～～ 
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情情報報着着信信

情情報報配配信信シシスステテムムのの特特徴徴（（第第１１スステテーージジ））

情情報報収収集集

【【HHPPややブブロロググででのの（（待待ちちのの））情情報報提提供供】】

開公報情のでﾞｸﾛﾞﾌやPH業作新更

業作新更

【【携携帯帯電電話話へへのの（（攻攻めめのの））情情報報提提供供】】

○  ⇒ 及普の話電帯携 HHPP ややブブロロググででのの（（待待ちちのの））情情報報提提供供かからら、携携帯帯電電話話へへのの（（攻攻めめのの））情情報報提提供供へへ  行移

の者覧閲を新更のグロブやPH○

 認確で思意

来出待期が覧閲の数多定特不○

 いし難が定特の者覧閲がる

有共を報情じ同が員全者覧閲○

 いなは感得お⇒

人個⇒信配報情のへ話電帯携○

 能可が事るす定特を

供提みの報情な要必の者信受○

 い無がさしわ煩⇒

ムイタルアリ、どな報情トンベイ○

 能可が信配斉一ので

を報情得おのけだ員会ルーメ○

 識認のてしと員会別特⇒信配

等代刷印⇒付添をどなトッケチ○

 減削費経の

報情信着もで先出外は者信受○

 る来出が認確の
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○ に月2年5002 ササムムラライインン社社（（大大阪阪市市））がが取取得得ししたたビビジジネネススモモデデルル特特許許  用利を

『電電子子メメーールル配配信信シシスステテムムととそそのの方方法法、、及及びびココンンピピュューータタププロロググララムム  』

○ 全全国国でで初初めめててササムムラライインン社社がが考考案案・・開開発発 

○ に月01年6002 滋滋賀賀県県大大津津市市がが全全国国初初のの導導入入 、れさ載掲に事記プットの面紙各 ⇒ 全全国国のの自自治治体体かからら注注目目

○ は等費入導 驚驚くくほほどど安安価価 の体治自、りあで 予予算算にに応応じじ必必ずず導導入入  能可が事るす

○ の者信受、で事るす定特を）話電帯携（人個 必必要要なな情情報報だだけけををリリアアルルタタイイムムでで配配信信 

○ 、を報情るれさ求要がグンミイタやドーピス 瞬瞬時時にに一一斉斉配配信信（（着着信信））  ⇒ 6600 万万通通／／11ｈｈ  ）準水高最内国（

○ 『る来出認確を人た見をルーメ ククリリッッククリリササーーチチ機機能能  ⇒ き付』 国国内内でではは数数社社  応対みの

○ 各各階階層層毎毎にに登登録録項項目目のの設設定定がが可可能能 は設増の目項録登（ 最最高高 440000 通通りり  ⇒ ） カカススタタママイイズズ費費用用無無料料 

○ 在現 多多くくのの自自治治体体でで導導入入モモデデルル  ムテスシるいてっなと

がムテスシの半大 ⇒ ビビジジネネススモモデデルル特特許許にに抵抵触触のの可可能能性性大大  ⇒ 子子供供のの安安全全がが優優先先  観静え考と

○ に月3年0102 埼埼玉玉県県 PPTTAA 連連合合会会よよりり推推奨奨シシスステテムムにに認認定定 
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情情報報配配信信シシスステテムムのの概概要要

者護保
者係関校学

民村町市
民村町市準

員会協
民村町市準

客楽行

民村町市
民村町市準

団防消

ﾙｰﾒ絡連

報情者審不

報情災火

報情害災

報情習学涯生 内案光観 ﾝﾞｼﾞｶﾏﾙｰﾒ

日集収みご 報情ﾄﾝﾞﾍｲ りよだ会議市

局務事会議
会協光観
所議会工商

課当担各校学中小各

員職体治自

例容内信配

例先信配

もてしと網絡連急緊のへ員職
能可用活

を性一統に目項録登

高最、くな事るせた持

に由自、でまり通004

 能可が）設増（定設

 ）例（

でま録登年学は校学小A

 でま録登ｽﾗｸは校学中B

の通万06に間時1

 能可信着

 ）クッペス高最内国（

送に由自に毎先信配各

 能可信

も信送括一のらか体治自

 能可



9

地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムムのの特特徴徴（（第第２２スステテーージジ））

≪≪企企業業がが抱抱ええるる問問題題点点≫≫  

○ は業企、で事るす迷低が高上売 広広告告費費ななどどをを削削減減 み悩び伸層一が高上売 ⇒ 負負のの連連鎖鎖  

○ 折折込込広広告告 に特、め始を ババナナーー広広告告、封封筒筒裏裏広広告告、ネネーーミミンンググラライイツツ 、はどな 費費用用対対効効果果がが不不透透明明  

、りあで方え考の位本分自 ⇒ 利利用用者者はは減減少少傾傾向向  

○ メメーールル配配信信をを導導入入すするるとと売売上上がが伸伸びびるる時時代代  ⇒ 売売上上増増強強策策のの必必須須アアイイテテムム い疎に係関TI、がだ   

○ もてし画企をンーペンャキや入導のジーペムーホ 売売上上にに反反映映さされれなないい のてし対に客定固 ⇒ 待待ちちのの商商売売 

○ な様う思、がいたり図を携連の横とっも 協協力力体体制制がが取取れれなないい 

≪≪住住民民がが抱抱ええるる問問題題点点≫≫  

○ 、らかどな店おいし新 おお得得情情報報ややキキャャンンペペーーンン情情報報がが欲欲ししいい   能可不は事るす羅網をアリエい広 ⇒

○ をンーペンャキやトンベイ 開開催催ししてていいるる事事すすらら知知ららなないい の舗店 ⇒ 知知名名度度不不足足 

○ 、時たし生発がどな事たっ困 何何処処のの誰誰にに相相談談ししてて良良いいののかかがが解解ららなないい  いき大が安不のどな面用費 ⇒ 
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【【特特徴徴】】  

○ 情情報報配配信信シシスステテムムにに付付加加すするる事事もも可可能能 、がるあで 地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムムののみみのの導導入入もも可可能能 

○ に月9年7002 ササムムラライインン社社（（大大阪阪市市））がが取取得得ししたたビビジジネネススモモデデルル特特許許  用利を

『広広告告情情報報処処理理装装置置、、方方法法及及びびココンンピピュューータタププロロググララムム』  

○ 住住民民目目線線、企企業業（（経経営営者者））目目線線 の体治自、業企、民住 ⇒ ムテスシたし案考で 全全ててにに大大ききななメメリリッットトをを提提供供 

○ ババナナーー広広告告費費をを飛飛躍躍的的にに増増加加  ⇒ 能可が事るせさ ババナナーー広広告告費費以以上上のの付付加加価価値値をを提提供供 

○ 、はへ業企画参ムテスシ本 メメーールル配配信信シシスステテムムをを提提供供  ）付トーポサ（

のトフソ通流内国 ⇒ 9900％％超超 の社ンイラムサ、が ビビジジネネススモモデデルル特特許許にに抵抵触触ししてていいるる可可能能性性大大  

○ 特特定定少少数数へへ確確実実にに情情報報をを伝伝達達  ⇒ 無無駄駄なな広広告告費費をを削削減減し確確実実なな集集客客効効果果  ＝ 企企業業（（経経営営者者））かかららのの要要望望 
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○ の容内達伝 確確実実性性がが高高くく、レレススポポンンスス率率がが極極めめてて高高いい（（全全国国平平均均レレススポポンンスス率率 2200％％超超）） 

                           

○ たれらせ寄らか業企画参や員会録登 相相談談やや意意見見、要要望望  ⇒ 専専門門家家とと相相談談しし情情報報提提供供  対対話話  

       

○ の報情いたし手入、と報情いたし供提 ママッッチチンンググがが可可能能  情情報報ママッッチチンンググササーービビスス 

                                             

○ 、てしと供提スビーサのへ民住 地地域域ののおお得得なな情情報報をを提提供供 地地産産地地消消   ＝ 住住民民のの方方々々かかららのの要要望望  （（BB  ttoo  CC）） 

                                   

 ｃｔｅ 報情得お、ンポーク引割

ｃｔｅ 談相営経、談相用運産資、談相続相

体治自

ジ

家門専

体治自

ジ

 ｃｔｅ 報情ドンレフ、報情トンベイ、報情得お、報情スネジビ

 ｃｔｅ 画企トンゼレプ、ンーペンャキ、ンポーク引割

体治自

ジ

消地産地

話対

スビーサグンチッマ報情
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○ 、はへ業企画参ムテスシ本 安安価価なな広広告告場場所所をを提提供供  ＝ ）人/円6.21（ 企企業業（（経経営営者者））かかららのの要要望望 

○ 地地元元住住民民のの流流動動化化 、で事るま始が 住住民民ととのの連連携携（（協協働働））がが無無意意識識のの内内にに確確立立 

 ＝ 化動流の民住 新新規規客客のの獲獲得得（（増増加加））  ⇒ 売売上上高高のの増増加加  ＝ 税税収収のの増増加加  

ムテスシ本 ⇒ 参参画画企企業業ととのの連連携携（（協協働働））  能可が

○  ⇒ 頼依を力協信配の等告広、はへ業企画参ムテスシ本 配配信信協協力力金金をを提提供供  ）人/円5.01（

 ＝ 力協信配告広の業企他 参参画画企企業業同同士士のの協協力力体体制制がが無無意意識識のの内内にに確確立立 

と業企画参ムテスシ本 ⇒ よよりり一一層層のの連連携携（（協協働働））  能可が

○ 、がるあで要重も客集のらか部外 住住民民ササーービビススのの向向上上ここそそがが地地域域活活性性化化のの最最短短のの道道 

のらか民住 ⇒ 口口ココミミをを誘誘発発（（最最良良、、格格安安のの広広告告塔塔））  ⇒ 行行楽楽客客ななどどのの誘誘致致  へ
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【【ここんんなな事事がが可可能能ににななれればば･･････可可能能性性はは無無限限大大】】  

○  ⇒ 設併をどなムール茶喫にどな場役村町市 憩憩いい（（癒癒しし））のの場場ととししてて提提供供  対対話話  ＝ 地地元元のの情情報報収収集集 

○  ⇒ 動連と告広ーナバのPH体治自 参参画画企企業業のの宣宣伝伝やや会会員員獲獲得得  援支に的極積を

○ 、い行に的極積を催開のトンベイやジク賞懸 登登録録会会員員のの増増加加  進推を

のらか業企画参 ⇒ 商商品品提提供供 地地産産地地消消 のへ業企画参 ＝ 売売上上支支援援 

○ 、いな行を供提報情のどな例事功成や法方の信配ルーメい良りよ 参参画画企企業業のの売売上上増増加加  援支を 対対話話 

○ 、しに密を携連のと体団種各や人法OPN 地地域域貢貢献献活活動動  援支に的極積を 対対話話  情情報報ママッッチチンンググササーービビスス 

○ 行行楽楽客客ややススポポーーツツ団団体体のの誘誘致致ななどど、近近隣隣地地域域ととのの交交流流  援支に的極積を 地地産産地地消消 情情報報ママッッチチンンググササーービビスス

○ 地地元元食食材材ななどどをを有有効効活活用用 、たし 新新商商品品ななどどのの開開発発  援支に的極積を 対対話話 地地産産地地消消 

○ 女女性性（（特特にに主主婦婦層層））がが喜喜ぶぶ、イイベベンントトややキキャャンンペペーーンンのの開開発発  援支に的極積を 対対話話 情情報報ママッッチチンンググササーービビスス 

○ 『介介護護』 『、 福福祉祉』 『、 教教育育』 『、 ススポポーーツツ関関連連』ななどど のへ 支支援援活活動動  進推に的極積、を

 どなスビーサ配宅たね兼をり回見の宅人老居独、りよに携連のとどな家農元地、業企元地）例（     

話対

話対

話対

話対

話対

消地産地

消地産地

消地産地

スビーサグンチッマ報情

スビーサグンチッマ報情

スビーサグンチッマ報情
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地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムムのの概概要要

メール会員 メール会員 メール会員 メール会員 メール会員 メール会員 メール会員 メール会員 メール会員

ﾙｰﾒの社自、は業企ｰﾞｻｰﾕ
信配を報情な得おへ員会

堂食
ンラトスレ

鳥き焼
屋酒居

ーパース
ータンセムーホ

ンパ
キーケ

ﾞﾄﾝﾀｽﾝﾘｿﾞｶ
室容美理
店テスエ

他のそ
アドトウア
施ツーポス

設

館旅
ルテホ

員会ﾙｰﾒ 体治自
）ｰﾞｻｰﾕ（業企画参ムテスシ援支化性活域地

ムテスシ信配報情

費入導常通ーダルビルーメ 005,13 用費額月常通、）込税（円 005,13 ）クッペスルフ、込税（円

）例（⇒ 導導入入費費 000,12 円円（（税税込込））、、月月額額費費用用 005,01 円円（（税税込込）） ⇒ 自自治治体体のの収収入入源源

員会ルーメ※ 000,1 、しとでま人 000,1 額月に毎人 005,01 ）例（スラプを）込税（円 100,1 ～人 000,2 ＝人 000,12 円

メメーールル会会員員はは、、自自治治体体のの財財産産でであありり参参画画企企業業（（ユユーーザザーー））全全体体のの財財産産ででああるるとと考考ええまますす  

自自治治体体のの収収入入源源
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第第１１フフェェーーズズ 『『広広告告配配信信』』 （（市市町町村村民民協協働働））

ンラトスレ 屋酒居 ーパース キーケ ﾞﾄﾝﾀｽﾝﾘｿﾞｶ室容美理
店出規新

）店ンメーラ（
アドトウアルテホ

体治自

酬報
TEG円005,01

酬報
TEG円052,62

酬報
TEG円057,51

員会ﾙｰﾒの自独や員職

すまし店開日〇月〇
FFO％03念記店開

）円000,36料告広)例(（

・・・か店おいし新
しるあが券ﾝﾟﾎｰｸ

！うょしまみてっ行で族家

員会
052 人

員会
0人

員会
0051 人

員会
0052 人

員会
0001 人

員会
002 人

員会
081 人

員会
0002 人

員会
003 人

 頼依信配①

）人/円6.21（

請要力協信配へ者営経の種業異② ）ーァフオ（

 ･･･に倍数は果効で事う行信配のへどな員職

・・・しるなもに典特のへんさ員会の分自③

』！うょしまし力協、様い互おは時たっ困『

領受の金力協信配④

）人/円5.01（

 化動流の民住域地⑤

≪≪ここんんなな事事がが可可能能ににななりりまますす≫≫  

・ 、もで業企の人0員会 他他社社様様のの会会員員へへメメーールル配配信信がが可可能能  すまりなに

・ の先信配 55％％のの会会員員がが来来客客  ）超％02は率スンポスレ均平の国全（・・・らたし

・ ・・・ばれえ貰てっ入に気を店おのそ、が者店来の規新 新新規規会会員員のの獲獲得得  すまりが繋へ

・ 報報酬酬をを提提供供 『が者営経のく多、で事るす 沢沢山山のの会会員員ささんんをを集集めめよようう  すまえ考と』

・ 会会員員数数がが増増ええれればば な実確、 配配信信先先がが増増ええ、相相乗乗効効果果がが増増ししてて行行ききまますす 
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第第２２フフェェーーズズ 『『共共同同企企画画配配信信』』 （（企企業業協協働働））

ンラトスレ 屋酒居 ーパース キーケ ﾞﾄﾝﾀｽﾝﾘｿﾞｶ室容美理 他のそアドトウアルテホ

体治自

員会
052 人

員会
05 人

員会
0051 人

員会
0052 人

員会
0001 人

員会
002 人

員会
081 人

員会
0002 人

員会
003 人

』売販定限域地『らか業企大①

 込持の画企ﾟﾌｯｱｲﾀのどな

 らか店CFの域地②

定限域地『 頼依信配の』告広  

 のへ画企ﾟﾌｯｱｲﾀたし画企ら自体治自③

 能可が携連のと業企、し集募を業企力協
し案立を画企ﾟﾌｯｱｲﾀの士同業企④

 能可が携連のと体治自

 は料信配告広のらか外以業企ｰﾞｻｰﾕ

 で事るす定設にめ高りよ業企ｰﾞｻｰﾕ

 加増が入収告広の身自体治自

≪≪ここんんなな事事がが可可能能ににななりりまますす≫≫  

・ 、で事るえ増が員会や業企画参 外外部部かかららのの依依頼頼をを含含めめ必必ずず広広告告配配信信依依頼頼企企業業がが増増ええまますす   ⇒ 広広告告収収入入のの増増加加 

・ 、どな成作画企ので士同業企 必必然然的的にに異異業業種種交交流流のの場場をを提提供供 すまりなに事るす （（BB  ttoo  BB））  ⇒ 企企業業ととのの協協働働 

・ りよ、どな画企プッアイタ 多多くくのの企企業業へへのの参参加加募募集集がが可可能能  ⇒ すまりなに 自自治治体体全全体体ででのの企企画画へへ発発展展  （（BB  ttoo  BB  ttoo  CC）） 
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第第３３フフェェーーズズ 『『地地域域間間情情報報配配信信』』 （（地地域域間間交交流流））

体治自

業企画参

民住市○○

民住町○○
依
頼

町○○
店理代告広

所役市○○

○ のムテスシ援支化性活域地 参参画画企企業業はは、必必ずず考考ええるる事事  ・・・すまりあが

○ たし入導をムテスシ援支化性活域地 地地域域のの近近隣隣でではは、必必ずず考考ええるる事事  ・・・すまりあが

に域地隣近 情情報報配配信信がが出出来来なないいかかなな？？？？ ・・・ 出出来来たたらら良良いいなな！！？？ 

 ⇒ ばえ使をムテスシ援支化性活域地  ！！すまいまして来出に単簡

 で事るなに能可が信配報情のへ域地隣近

 き来出待期が果効客集のく多りよ

 すまりなに能可も力協のへ域地隣近に逆

≪≪ここんんなな事事がが可可能能ににななりりまますす≫≫  

・ 、と域地の隣近 情情報報配配信信ででのの協協力力体体制制がが構構築築  ⇒ 近近隣隣地地域域かかららのの集集客客効効果果  すま来出待期が

・ のい互お 地地域域住住民民がが流流動動化化 、で事るす 其其々々のの地地域域のの活活性性化化 りよ ⇒ すまりが繋へ 大大ききなな地地域域のの活活性性化化 

・ がき動のこ 日日本本国国内内全全域域にに広広ががっったた時時 ・・・ どどんんなな効効果果ががああるるかかをを想想像像ししてて見見てて下下ささいい 
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地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムム≪≪料料金金表表≫≫

￥ 000,001,2 ～002 ～

￥ 000,050,1 ￥～ 005,980,2001 ～ 991

￥ 000,525 ～ 005,930,105 ～ 99

￥ 000,513 ￥～ 005,41503 ～ 94

￥ 005,25 ￥～ 000,0925～ 92

用費期初数トンウカア

￥ 000,036 ～

￥ 000,513 ～

￥ 005,751 ～

￥ 005,49 ～

￥ 057,51 ～

用費トーポサ

002 ～

001 ～ 991

05 ～ 99

03 ～ 94

5～ 92

数トンウカア

￥ 005,022

￥ 005,511

￥ 000,36

￥ 000,24

￥ 000,12

費理管元一

数件録登のでトンウカア全

0001 でま件

￥ 005,01
0002 でま件

000,12¥
※ 0001 毎加追件

￥ 00501 算加

用費額月

￥各用費額月（信配画動・・・ンョシプオ※ 052,5 約契途別じ応に要必は）

】用費期初【

】用費額月【

。すで要必が005,01￥に毎トンウカア1

。すまりわ変りよに数トンウカア記上、は費理管元一額月
。すで要必が051,3￥に毎トンウカア1、は用費トーポサ額月

。すましたい算換てに計合録登ルーメのでトンウカア全は用費額月
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地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムム≪≪収収益益シシミミュュレレーーシショョンン １１≫≫

初初期期費費用用だだけけのの収収益益でで 03 万万円円以以上上！！
月月額額費費用用もも 01 万万円円以以上上！！ももちちろろんん、、広広告告収収益益もも加加算算さされれまますす！！
年年間間 051 万万円円以以上上のの収収益益もも十十分分見見込込めめまますす！！！！

部の出支【 ）費入導のムテスシ援支化性活域地（ 】

をーザーユ画参 03 計合が数録登スレドア、しを約契の）トンウカア（社 000,3 合場たし定仮と人
￥用費期初、は用費ザーユ画参 000,12 ￥用費額月 005,01 定仮と

￥ 005,01 ×）用費期初（ 03 トンウカア
￥＝計合総期初 000,513

000,24¥ ）費理管元一（ + ￥ 005,13 ￥＝）用費額月（ 005,37
￥ 051,3 ×）用費トーポサ（ 03 ￥＝トンウカア 005,49

￥＝計合総額月 000,861

部の入収【 ）上売のらか業企画参（ 】
￥ 000,12 ×）用費期初（ 03 ）トンウカア（社

￥＝計合総期初 000,036
￥ 005,01 ×）用費額月（ 03 ）トンウカア（社

￥＝計合総額月 000,513

】益収【
初初期期費費用用 ￥￥ 000,036 －－ ￥￥ 000,513 ＝＝ ￥￥ 000,513
月月額額費費用用 ￥￥ 000,513 －－ ￥￥ 000,861 ＝＝ ￥￥ 000,741
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地地域域活活性性化化支支援援シシスステテムム≪≪収収益益シシミミュュレレーーシショョンン ２２≫≫

初初期期費費用用だだけけのの収収益益でで 002 万万円円以以上上！！
月月額額費費用用もも 001 万万円円以以上上！！ももちちろろんん、、広広告告収収益益もも加加算算さされれまますす！！
年年間間 000,1 万万円円以以上上のの収収益益もも十十分分見見込込めめまますす！！！！

部の出支【 ）費入導のムテスシ援支化性活域地（ 】

をーザーユ画参 002 計合が数録登スレドア、しを約契の）トンウカア（社 000,02 合場たし定仮と人
￥用費期初、は用費ザーユ画参 000,12 ￥用費額月 005,01 定仮と

￥ 005,01 ×）用費期初（ 002 トンウカア
￥＝計合総期初 000,001,2

005,022¥ ）費理管元一（ + ￥ 000,012 ￥＝）用費額月（ 005,034
￥ 051,3 ×）用費トーポサ（ 002 ￥＝トンウカア 000,036

￥＝計合総額月 005,060,1

部の入収【 ）上売のらか業企画参（ 】
￥ 000,12 ×）用費期初（ 002 ）トンウカア（社

￥＝計合総期初 000,002,4
￥ 005,01 ×）用費額月（ 002 ）トンウカア（社

￥＝計合総額月 000,001,2

】益収【
初初期期費費用用 ￥￥ 000,002,4 －－ ￥￥ 000,001,2 ＝＝ ￥￥ 000,001,2
月月額額費費用用 ￥￥ 000,001,2 －－ ￥￥ 005,060,1 ＝＝ ￥￥ 005,930,1
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おおわわりりにに

、はムテスシ援支化性活域地 住住民民目目線線・・企企業業目目線線・・自自治治体体目目線線でで考考案案 、たし 全全国国初初のの画画期期的的ななシシスステテムム 、りあで

住住民民・・企企業業・・自自治治体体のの全全てて 、に 大大変変大大ききななメメリリッットトをを提提供供  。すまりおてっなにムテスシる来出

『、はらか々方のく多の者営経や民住 ここののシシスステテムムににはは直直ぐぐににででもも登登録録ししたたいい 『』 ここののシシスステテムムがが稼稼動動すするる時時はは真真

っっ先先にに教教ええてて欲欲ししいい 『』 ここれれをを自自治治体体がが推推進進ししててくくれれれればば大大変変有有難難いい 、どな』 大大ききなな期期待待  。すまりおてれらめ込が

『、もに中の者当担体治自 画画期期的的ななシシスステテムムでであありり、、ここれれかかららのの行行政政にに必必要要ななシシスステテムムででああるる 、と』 感感じじてて居居るる方方

がが多多いい  。すで実事も事

『は事う言てえ揃を口もで体治自の処何、がたしまり参てしを明説ごで体治自のく多に既 予予算算ががなないい 『』 新新たたなな労労

力力がが割割けけなないい のそ、がすまい言と』 諸諸問問題題はは既既にに解解決決済済みみ  。すまい思と事たけ頂解理ご、は事るあで

 ？かのいなか付び結に入導故何、ずらわ関もにたし決解を題問諸のそ、らがなしかし

『が者当担体治自のく多 前前例例がが無無いいかからら・・・・・・ 、い言と』 全全国国初初ののシシスステテムムででああるる以以上上、『『前前例例がが無無いい』』事事はは当当然然のの

結結果果 らかこそ、りあで 足足踏踏みみ状状態態  。すまりあで状現が事る居てっなに
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、もてし案考をムテスシいしら晴素になんど、はで 前前例例がが無無けけれればば導導入入ににはは至至ららなないい  ？かうょしでの

『ので味意の当本 市市町町村村民民ととのの協協働働 『や』 企企業業ととのの協協働働 、し指目を』 予予算算がが減減っってて居居るるののででああれればば『予予算算をを増増ややすす

努努力力』』 、しを 住住民民やや企企業業（（経経営営者者））がが苦苦ししんんでで居居るるののででああれればば 『をれそ、 解解決決にに導導くく施施策策をを提提示示ををすするるべべきき はで時』

 ？かうょしでいな

のく多 住住民民のの方方々々やや企企業業（（経経営営者者））のの方方々々のの声声ををリリササーーチチししたた結結果果 がれそ、 自自治治体体ののリリーーダダーーシシッッププ 、りあで 多多くく

のの方方々々がが望望んんででいいるる事事  。たしま来出が事るす識認再てめ改、とだ

力努のそ、がすまりおてしを知承々重、は事る居てっ行を力努るす示提を策善改し約集を見意、も者係関体治自

程い良てっ言とく全は 住住民民やや企企業業（（経経営営者者））へへはは伝伝わわっってて居居まませせんん  。

にだ未、はに方え考の業企間民と体治自 大大ききなな隔隔たたりり  。すまりあが

に時同、がすまい思とだ事な事大もてと、は事る募を見意へ』者識良『 一一人人ででもも多多くくのの住住民民やや企企業業（（経経営営者者））のの意意

見見をを聞聞くく事事もも必必要要  。すで筈な
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、れ入り取に営運体治自を方え考のそ、し解理を方え考の業企間民が体治自そこ今 自自治治体体がが民民間間企企業業並並みみにに

『『自自主主自自立立』』をを考考ええるるべべきき時時代代  ？かうょしでいなはでのな

私私達達がが全全国国でで初初めめてて考考案案ししたたシシスステテムム 『るあで 情情報報配配信信シシスステテムム（（第第 11 スステテーージジ）） シの様同に間の年数ここ、は』

 。すまりおてしを及普で模規国全がムテス

はに達私 大大手手企企業業にになないい『アアイイデデアア（（ノノウウハハウウ）） 『に既、りあが』 前前例例をを創創るる為為のの礎礎』ににななれれるる事事をを実実証証 。すま居てし

変大の上以）ジーテス1第（ムテスシ信配報情、もてし対に』ムテスシ援支化性活域地『 大大ききなな支支持持 出が事く頂を

、てっとに済経本日の今、来 必必要要ととさされれてて居居るるシシスステテムム 。すまりおてめ深を信確の事るあで   

地地元元住住民民やや地地元元企企業業はは全全国国初初にに期期待待  。すまりおてしを

『『前前例例がが無無いい』』事事をを理理由由ににせせずず、一一歩歩をを踏踏みみ出出すす勇勇気気  。すまりおてっ願に切、を事く頂てっ持を


